
1

ブレーカー故障に適切対応―お店の営業上の大きな支障を回避―

　今回は、スーパーマーケットで起きた雨漏りによ
るブレーカー故障についてご紹介します。

〔故障の状況〕
　雨が降る深夜１時ころ、「冷凍機の電気が切れて
いる。それで冷凍機用分電盤を見たらブレーカーが
動作している。すぐに対応して欲しい。」との連絡
を受けました。
　出動した担当者は現場に到着しお客さまと合流し
た後、冷凍ショーケースを確認のうえ、分電盤内を
点検しました。そして冷凍機用主幹のブレーカーが
動作し、電気が遮断されていることを確認しました。

〔原因箇所の発見〕
　分電盤の外観点検をしましたが、特に問題がない
ように見えました。次に各端子間の電圧及び絶縁抵
抗を測定しましたが、異常はありませんでした。
　そこで、負荷側と主幹ブレーカー側のどちらに問
題があるのかを確認することにしました。まず負荷
側の小ブレーカーを全て切った状態で冷凍機用主幹
ブレーカーを再度投入しました。
　投入直後は特に異音異臭等がなかったものの、し
ばらくして「ガシャン」と音を立てて主幹ブレーカー
が再度動作しました。これによって問題の個所はま
さに冷凍機用主幹ブレーカー側であることが判明し
ました。

〔原因の特定〕
　外観をもう一度よくみようと思い、脚立を使って
分電盤への電線挿入部を詳細に確認したところ、電
線の一部が濡れており、さらにブレーカー本体もわ
ずかに濡れていることが分かりました。
　そこで早速ブレーカー本体を取外してみると、内
部から水が垂れてきたことから、この水でブレー
カー本体が故障し動作したこと、また、その水は天
井からの雨漏りであることが判明しました。

〔復旧〕
　そのまま冷凍機が長時間使えないと冷凍食品が解
凍してしまうおそれがありました。
　そこで、冷凍機電源の確保が最優先と判断しました。
ちょうど隣の分電盤の店内照明用主幹ブレーカーを
確認したところ、同機種・同容量だったため、これ
をすぐに冷凍機用に付け替えしました。これで解凍
の心配はなくなりました。
　また、その付け替えで使えなくなった店内照明に
ついては、当協会所有の予備品のブレーカーを取り
に一旦事業所に戻ったうえで再度訪問し、照明側の
応急付替え作業を行いました。これらの措置によっ
て何とか数時間後の開店までに仮復旧できました。
店内照明がついたときには「ホッ」としました。
　最後に、仮復旧に使用していた当協会予備品のブ
レーカーも、後日、正規な新品を購入し再度交換し
これで全復旧となりました。なお建物天井からの雨
漏りは工務店で対応していただきました。

〔お客さまの声〕
　今回の事故では「営業に大きな支障が出かねない
ところ、段取りよく早期復旧の対応をしていただき
ありがとうございます」と感謝の言葉をいただきま
した。今後さまざまな事故にも迅速に対応できるよ
う常に心がけていきたいと思います。
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雨漏りにより分電盤内の電線
の一部が濡れているのを発見。
ブレーカー本体に水が浸入し
誤動作が発生した。


